
中山間地域現状調査について

滋賀県農政水産部農村振興課
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中山間地域等直接支払交付金
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３期対策 → ４期対策
（Ｈ２６） （Ｈ２７）

協定数 28,078 → 25,635 (全国集計）

交付面積 687,220    → 653,815 （ 〃 ）

協定数 △ ２，４４３ (-8.7%)

交付面積 △３３，４０５ｈａ (-4.9%)

農村まるごと保全 ３５，７６０ha(H27末）

２期→３期 協定数△1,828 
(H21) (H22)  交付面積△8,651

自然的・経済的・社会的に条件不利地である中山間地域などにおいて、耕作放棄地の発生
を防止し、国土保全や景観保全などの多面的機能を確保するため、集落協定に基づき５年以
上継続して農業生産活動などを行う農業者などに対して交付金を交付



○本県における中山間地域は 県土の約５割を占めており、水源涵養、洪水の
防止、土壌の浸食や崩壊の防止、良好な景観の保全、保健休養の場の提
供、生き物のすみかになる機能などの多面的機能によって、都市住民を含
む多くの県民の財産、豊かな暮らしを守っている

○世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策、中山間地域等直
接支払、鳥獣被害防止総合対策交付金、棚田ボランティア
制度のより効果的な活用

○非農家、NPOなどの多様な主体が参加し、共同で農地や施
設を保全

○耕作放棄地の林地化、湿地化
○高付加価値農産物への転換、担い手による特産物の栽培
○放牧による獣害対策、動物とのふれあい

1.中山間地域現状調査 （H28～H29)

○県内の中山間地域は人口減少、高齢化の進行、担い手不足により集落機
能の低下、多面的機能の維持が困難になってきている

○それぞれの地域には地域の実情、課題、地域性等があり、地域ごとに必要
な対策は何かを把握することが重要

中山間地域の現状を把握し、多面的機能を維持するためには何が必要か、地域住民への
アンケート・ヒアリング調査及び専門家の目で地域を歩き、よりきめ細やかな対策のアドバ
イスを得ることで、中山間地域の多面的機能の維持方法の検討を行う

現 状 ・ 課 題

【調査（委託）内容】＜H28～H29＞
・中山間地域ｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査

（36集落：H28 24集落、H29 12集落）
・専門家との現地調査、助言（6集落：3×2）

調 査 ・ 内 容

中山間地域の役割

対策の検討

アンケート調査実施集落の維持管理計画は、次年度以降にふるさと水と土
保全対策推進懇話会で地域住民と専門家で検討を実施

○都市農村共生・対流総合
交付金などの活用

・地域散策ウォーキング
・家庭料理自慢から農家レ
ストランへ発展

・縁がわカフェ
・下流住民との交流
○都市部への情報発信
・SNS等による情報発信

都市・農村交流の推進 地域内経済循環の仕組みづくり

○農山漁村振興支援交付金、 森林・山村多
面的機能発揮対策交付金、小水力等再生可
能エネルギー導入推進事業、６次産業化支
援対策などの活用
・空き家、廃校を合わせ技で複合施設として
活用

・地域資源を活用した６次産業化と交流
・再生可能エネルギーの活用
・福祉、介護事業との連携
・歴史、伝統文化等の保存と継承

○ふるさと指導員などの活用
・ 県、市などのOBの活用
・人材登録バンク制の活用
・高齢者と子どもの世代間交
流

・多様な主体の参画(女性、若
者、新規移住者)の活用

リーダー、後継者等の育成



調査結果のまとめ
①高齢化による人手不足
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• 自治会活動、神社、お
寺の管理、農地の保全
に係る共同活動等、現
状維持で精一杯であ
る。また、規模を縮小し
て継続している状況で
ある。

• 農業に従事する余裕が
ない。農業機械が動く
間は続けるが、壊れた
ら継続は困難

• 自治会活動、神社、お
寺の管理、農地の保全
に係る共同活動等、現
状維持で精一杯であ
る。また、規模を縮小し
て継続している状況で
ある。

• 農業に従事する余裕が
ない。農業機械が動く
間は続けるが、壊れた
ら継続は困難

②担い手、後継者の人材不足、共同活動の縮小

今後も活動

項目・回数

等変わらず

継続できる

と思う

5.0%

活動項目・

回数ともに

減少すると

思う

66.3%

無くなって

しまうと思

う

13.2%

わからない

9.7%

その他

1.0%

無回答

5.0%

ル

７９．５％



③鳥獣害対策、交通手段の確保
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• 獣害がひどく、野菜や
果樹は作れない。庭木
まで食べられてしまう。
また、高齢者の生きが
いである家庭菜園も収
穫間際に獣害に合う

• サルが子ども、高齢の
女性に威嚇してくる

• 獣害柵の管理に苦労し
ている

• 病院への通院が不便で
あり、金額も負担が大
きい

• 免許返納したいが、現
実はできない

• 獣害がひどく、野菜や
果樹は作れない。庭木
まで食べられてしまう。
また、高齢者の生きが
いである家庭菜園も収
穫間際に獣害に合う

• サルが子ども、高齢の
女性に威嚇してくる

• 獣害柵の管理に苦労し
ている

• 病院への通院が不便で
あり、金額も負担が大
きい

• 免許返納したいが、現
実はできない

図表 16 居住地域（集落）での暮らしで不安
に感じること（複数回答）（n=403）

図表 17 集落を維持・活性化していくために
必要と思うこと



④リーダー（ｻﾎﾟｰﾀｰ）の育成
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• 活性化が図られている地域にはリー
ダー、それを支えるサポーターが存在

• 外部からの移住者が主導し、地域住民
を巻き込んだ縁側カフェによる地域活
性化

• 地域おこし協力隊による地域づくり、地
域おこし協力隊が任期終了後、食べて
行けるよう地域住民による活動組織を
立ち上げ

• 活性化が図られている地域にはリー
ダー、それを支えるサポーターが存在

• 外部からの移住者が主導し、地域住民
を巻き込んだ縁側カフェによる地域活
性化

• 地域おこし協力隊による地域づくり、地
域おこし協力隊が任期終了後、食べて
行けるよう地域住民による活動組織を
立ち上げ



⑤まるごと・中山間直払いの活用
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• 中山間直接支払制度、まる
ごと交付金があるから農業
が続けられる

• 中山間直接支払制度、まる
ごと交付金があるから農業
が続けられる

交付金取組有無別 耕作放棄地の有無

交付金に取組あり（ｎ=14）

〃 取組なし（ｎ=10）



⑥「農業・農村の多面的機能」に対する理解
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中山間地域
が有する多
面的機能の
周知は重
要。特に女
性、若い世
代へ周知を
行う必要が
ある

中山間地域
が有する多
面的機能の
周知は重
要。特に女
性、若い世
代へ周知を
行う必要が
ある

言葉も機能

についても

理解してい

る

27.3%

言葉は聞いたこと

がないが、

上記説明の内容は

理解している

24.6%

言葉は聞いたこと

があるが、

内容は理解してい

ない

20.1%

聞いたこともな

く、内容も理解し

ていない

23.8%

その他

0.2%

無回答

4.0%

グラフ タイトル

図表 9 「農業・農村の多面的機能」に対する理解
（n=403）
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35.0%

19.4%

22.1%

20.2%

0.4%

3.0%

11.7%

35.0%

16.8%

30.7%

0.0%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

言葉も機能についても理

解している

言葉は聞いたことがない

が、…

言葉は聞いたことがある

が、…

聞いたこともなく、内容

も理解していない

その他

無回答

男性（n=263） 女性（n=137）

11.1%

31.7%

6.3%

49.2%

0.0%

1.6%

23.9%

19.4%

19.4%

35.8%

0.0%

1.5%

31.6%

24.3%

23.5%

15.1%

0.4%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

言葉も機能についても

理解している

言葉は聞いたことがな

いが、…

言葉は聞いたことがあ

るが、…

聞いたこともなく、内

容も理解していない

その他

無回答

10-40歳代（n=63）

50歳代（n=67）

60歳代以上（n=272）

性別（n=403） 年代別（n=403）



⑦女性の参画
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• 営農組合女性部による６次産業化の
実施により、世代間の交流も図れ、活
性化が図れ、高齢女性の生きがいと
なっている

• 農村地域では女性の参画が少ない地
域が多くみられた。元気な地域は女
性が活躍。人口が減っていく中、女性
の意見を活かしながら参画を図り域
活性化につなげることが重要

• 営農組合女性部による６次産業化の
実施により、世代間の交流も図れ、活
性化が図れ、高齢女性の生きがいと
なっている

• 農村地域では女性の参画が少ない地
域が多くみられた。元気な地域は女
性が活躍。人口が減っていく中、女性
の意見を活かしながら参画を図り域
活性化につなげることが重要
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調査集落・・各管内１集落 計６集落 （実施済み５集落）

調査手法・・集落踏査・ワークショップの開催
（事前確認）×（現地を歩く）×（参加者で意見出し）×（地図に落とす）

成果物・・・みんなの地域資源マップ
〃 夢・課題マップ

調査の結果
○地域の女性で地域資源の活用方法等について、話をしていたが、男性の前
では中々意見が言えない状況であった。今回の調査で、女性の意見が掘り
起こされ、その実現に向け、集落一体となって取組を始めることとなった。
（わさびやクレソン、紫蘇などを栽培し、縁側カフェで提供することで地
域外の方と交流を図りたい。）

○今後の農地の維持・管理について、みんなで話合いをしなければならない。
○人口を増やすために、空き屋の活用や土地利用、移住者の受入れについて、
話合いをおこなわなければならない。
○棚田の保全について、地元だけ、農家だけで保存管理していくことは無理
がある。
○素晴らしい景色、歴史的な遺産にあふれているが、まだまだ知られていな
い。奥びわ湖バークウェイを利用して（コスプレ）マラソンをしてはどうか
との大学生からの提案があった。

集落調査



12

葛川木戸口

２０１５年 ２０１０年 ２００５年

集落戸数 １０戸 １３戸 １５戸

集落人口 １７人 ２４人 ２９人

高齢化率 ７１％ ６７％ ５９％

葛川学区
(9町）人口

２３１人 ２８６人 ３４６人

国勢調査より

＜葛川木戸口集落＞
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調査結果の活用

集落による話合いの推進（目指す姿に向けて）

集落調査による資源活用(活性化）計画実現に向けた
支援

活力ある農村の姿について、集落全体で話合い進めることが重要。

県では平成27年より、集落へ入り、集落の今後についての話合いを推進

（H29年12月末現在 414集落で実施、目標 800集落（H32））

今後、地域資源の調査、活用に向けた支援を行う予定

多様な主体との連携（関係人口づくり）

集落の目指す姿に向け、地域だけでは困難なことも、多様な主体（企業・
大学・ＮＰＯ等）と連携を図り、協働活動を行うことで、成果が生まれてい
る事例があり、計画の実現に向け、支援を行う。



調査の結果から導かれる新たな施策
□少子、高齢化の進行による人手不足

□担い手や農業後継者の人材不足、共同活動の縮小

□野生獣の被害・交通手段の確保・耕作放棄地対策

□リーダー・サポーターの育成、女子力の活用

□まるごと・中山間直払の活用、多面的機能に対する理解

集落と多様な主体（企業・大学・NPO
等）が協働し、それぞれが有する知
恵や資源、ネットワーク等の力を発
揮できる体制の構築を図る



しがのふるさと支え合いプロジェクト

【 滋賀県 】

（農業・農村活性化

サポートセンター）

○情報提供 ○情報発信

○活動サポート

○交流サポート

コーディネート・マッチング

【棚田・中山間地域 】

○農作業の人手がほしい

○交流人口を増やしたい

○地域の活性化を図りたい

○特産品を開発したい

助成

登録

紹介 要請

③しがのふるさと活力づくり支援事業

Ⅰ 計画策定支援

Ⅱ 実践集落支援

【一般県民等】
○ボランティア活動で

地域に貢献

【 企業・ＮＰＯ等 】
○ＣＳＲ活動で地域に貢献

○人材育成 ○社会貢献

【 大 学 】
○地域貢献 ○人材育成

○学生による新たな視点

【行政職員】
○行政職員による地

域貢献

登録

紹介

資源活
用マニュ

アル

②地域活性
化リーダー
育成事業

①中山間ふるさと農村支え合い事業

協定締結 協定締結

助成

紹介

育成提供



Ⅰ 委託事業（企業、大学等と集落のマッチング・支援体制整備・活動補助・資源活用
マニュアル作成・情報発信等

①中山間ふるさと農村支え合い事業

集落や企業、大学等

のニーズの把握

中山間地域の農業・農村の
課題に対し、集落と多様な
主体が協働し、それぞれが
有する知恵や資源、ネット
ワーク等の力を発揮できる
体制の整備を行うことによ
り、コミュニティの維持・活
性化の取組を進める

Ⅱ 企業・大学・ＮＰＯ等支援 ６地区

マッチングの検討 情報発信

多面的機能の維持・保全
や集落の活性化への取
組を進めるため、 ３年以
上継続して集落と協働活
動を行う企業や大学、ＮＰ
Ｏ等に対し、
補助を行う

農地・農業用施設の維持保全活動への支援 イベントの企画・運営支援



②地元活性化リーダー育成事業 ６地区

優良事例・先進地事例の紹介集落の話合い研修

集落や地域を牽引するリー
ダーやサポーターの育成を
図るため、地域の現状分析
手法や話し合いの進め方お
よびビジョンの作成、実践
方法ならびに先進地事例な
どの研修会を開催する



Ⅰ 計画策定支援（まるごと・中山間直払未実施集落対象） ６地区

③しがのふるさと活力づくり支援事業

先進地視察

まるごと・中山間直払に取
組のない集落に対し、コ
ミュニティの維持・活性化
に向けた話合い、リー
ダーの育成、活性化計画
の作成に補助を行う

Ⅱ 実践集落支援 ６地区

話し合い 活性化計画の作成
（ワークショップ）

活性化計画作成済み集
落に対し、計画の実践ま
たは多様な主体と連携
し、活性化を図る取組に
対して補助を行う

伝統食を活かした料理の開発・イベントの開催 ＮＰＯとの協働による収
穫祭の開催



課 題
○連携先にメリットを感じてもらう手段

＜企業＞

・協定締結式の盛り上げ・ﾏｽｺﾐへの情報提供

・入札における評価点の加算

・活動状況の効果的な広報

＜大学＞

・活動取り組みに対する評価、単位化

・２年目以降の費用負担

19


